
１　施策の名称等

施策名（基本事業）

3

2

２　施策の現状分析と意図

３　成果指標の達成状況

４　施策の達成状況

施策の達成度 理由・問題点等 評価基準

Ａ
処分場へのごみを持ち込んだ搬入者への分別指導は達成さ
れていることや、ボランティア袋配付団体数及び配付数が概
ね達成されていることから、順調に推移と判断した。

Ａ：計画目標に向けて順調に推移

Ｂ：計画目標に向かって概ね順調

Ｃ：計画目標に向けて進捗はやや遅れている

Ｄ：計画目標に向け進捗は遅れている

目標値

実績値

進捗率  

実績値  

目標値

進捗率  

ボランティア袋配付数 ボランティア袋を配付した数

目標値 4,000 3,900 3,800 3,700

実績値 3,720 3,180 3,513

進捗率 93% 82% 92%  

102

実績値 98 92 105  
ボランティア袋配付団体
数

ボランティア袋を配付した
団体の数

目標値 102 102 102

進捗率 96% 90% 103%  

分別指導を行った回数
処分場へごみを持ち込んだ
搬入者への分別指導日数

目標値 12 12 12 12

実績値 12 12 12

進捗率 100% 100% 100%

成果指標 指標の説明 区分 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

施策の対象、意図（誰、何をどの
ようにしたいのか）

　市民と事業者に対し、環境意識の啓発、指導を行うことによって、ごみの分別・排出の
正しい認識と減量化意識を高め、ルールに基づくごみ処理の推進とまちなかの美化を図り
ます。

施策の現状（現状どのような手段
を講じているか）

　名寄市環境衛生推進員による内淵処分場及び風連処分場での、ごみ搬入者へごみの
分別指導を行っている。また、春・夏・秋の清掃週間を設定し、各町内会・団体による地
域のごみ拾いにボランティア袋を配付し、まちなかの美化を図っている。

施策の課題

　処分場への搬入者への分別指導については、ある程度の成果は出ていると思われる
が、搬入者ではない排出者への周知が課題である。また、清掃週間への参加者等は高
い美化意識を持っていると思われるが、その他住民へのさらなる意識啓発が必要と思わ
れる。

目標年度
（H26年度）

環境美化の推進（３-２-３）

総合計画の位置づけ
基本目標 自然と環境にやさしく快適で安全なまちづくり

主要施策 循環型社会の形成

平成26年度施策評価調書
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評価担当課 市民部環境生活課
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５　今後の方向性

６　ワーキンググループの意見等

７　外部評価の意見等

８　2次評価の意見等

９　施策を構成する事務事業

（１）Ｈ25年度実施事業

妥当性 有効性 効率性 公平性 達成度 評価

1 a b a b a A A A

　

 　

 　

 

  

（２）その他の取組（既に終了した事業や予算を伴わない取組等（１）以外の取組を記入してくだい。）

・名寄市環境衛生推進員協議会による投棄ごみの清掃活動

 

 

  

  

   

   

2次
評価

名寄市環境衛生推
進員協議会分別指
導

処分場へごみを持ち込んだ
搬入者への分別指導
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今後も名寄市環境衛生推進員協議会と連携しながら、取り組みを継続していく。

１次評価のとおり

１次評価のとおり

１次評価のとおり

事業
番号

事務事業名 事業の概要 H25決算額

1次評価
外部
評価
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